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１０月１３日、日比谷野外音楽堂で「さようなら原発」一千万署名市民の会（内橋

克人、大江健三郎、落合恵子、鎌田慧、坂本龍一、澤地久枝、瀬戸内寂聴、辻井

喬、鶴見俊輔）が主催する「さようなら原発集会」が開催されます。 

毎週金曜日に開催される首相官邸前抗議デモは現在もたくさんの人々が参加し

て「原発いらない」「再稼動反対」の声をあげています。 

だが、７月の大飯原発の再稼動に続き、１０月１日にはＪパワー（電源開発）が、

東日本大震災後に中断していた大間原発（青森県大間町）の建設工事を再開する

方針を正式に表明しました。 

しかも枝野幸男経済産業相は１日の閣議後会見で、大間原発の工事再開は電 

源開発（Ｊパワー）の判断」と述べ、政府がまとめた新たなエネルギー・環境戦略 

では原発の新増設を認めない方針を示しているにもかかわらず、「建設途上のも 

のは原則の外側にある」と容認する姿勢を示しました。 

ふるさとに二度と帰れない多くの人々がいる中でこのような原発再稼動・原発

建設を絶対に許してはなりません。 

すべての仲間は１０月１３日、日比谷野音に結集しよう！ 

 

■さようなら原発集会 
１０月１３日 13 時 30 分 

       日比谷野外音楽堂 



 


